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市民みんなでいじめをなくそう   
子どもの力を伸ばす   
企業会計手法で見る財政状況   
市の財政状況は健全  
フラッシュ・カニ
暮らし情報局
市長の部屋から

国体・ゴルフ競技（女子）
「チームぎふ」優勝！
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出場を目指して 完結14ぎふ清流国体
ぎふ清流大会

一打に願いを込め、栄冠に輝く
県女子ゴルフ競技選手団「チ－ムぎふ」



　
子
ど
も
の
心
や
体
に
深
刻
な
被
害
を
も

た
ら
す
い
じ
め
は
、子
ど
も
の
権
利
を
侵

害
す
る
も
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
い
じ
め

の
防
止
お
よ
び
解
決
を
図
る
た
め
、市
は

全
国
に
先
駆
け
て「
可
児
市
子
ど
も
の
い

じ
め
の
防
止
に
関
す
る
条
例
」を
施
行
し

ま
し
た
。
条
例
を
制
定
し
た
理
由
や
、条
例

の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

す
。

 

条
例
制
定
の
理
由

　
市
は
、可
児
市
の
子
ど
も
が
健
や
か
に

成
長
で
き
る
環
境
を
つ
く
る
た
め
に
、地

域
の
誰
も
が
他
人
ご
と
で
は
な
く
、い
じ

め
の
防
止
お
よ
び
解
決
に
取
り
組
む
こ
と

が
重
要
だ
と
考
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、い
じ
め
の
背
景
に
は
、社
会
や

家
庭
の
問
題
な
ど
学
校
以
外
の
要
因
も
あ

り
、学
校
だ
け
で
な
く
、幅
広
く
取
り
組

ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、い
じ
め
の
対
応
を
学
校
や
教

育
委
員
会
だ
け
に
任
せ
る
の
で
は
な
く
、

市
民
や
事
業
者
な
ど
、子
ど
も
を
取
り
巻

く
全
て
の
人
た
ち
で
い
じ
め
の
防
止
お
よ

び
解
決
に
取
り
組
む
た
め
に
、地
域
の
共

通
ル
ー
ル
と
も
い
え
る
条
例
を
制
定
し
ま

し
た
。

 

条
例
の
ポ
イ
ン
ト

①
市
全
体
で
い
じ
め
防
止
に
取
り
組
む
こ

と
を
宣
言

　
い
じ
め
は
、市
や
学
校
、保
護
者
、市

民
、事
業
者
な
ど
地
域
全
体
で
取
り
組
む

べ
き
重
要
な
課
題
で
す
。
そ
の
対
策
を
実

施
す
る
こ
と
を
宣
言
し
ま
し
た
。

②
責
務
の
明
確
化

　
市
や
学
校
、保
護
者
、市
民
、事
業
者
な

ど
が
、い
じ
め
の
防
止
お
よ
び
解
決
に
向

け
、責
任
を
持
っ
て
そ
の
対
策
に
取
り
組

む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、そ
れ
ぞ
れ
の
責

務
を
次
の
よ
う
に
明
確
化
し
ま
し
た
。

市
　
い
じ
め
の
防
止
お
よ
び
解
決
に
必
要

な
施
策
を
講
じ
る

学
校
　
い
じ
め
の
防
止
に
取
り
組
む
。
い

じ
め
を
把
握
し
た
場
合
は
、速
や
か
に

対
策
を
講
じ
る

保
護
者
　
い
じ
め
は
許
さ
れ
な
い
行
為
で

あ
る
こ
と
を
子
ど
も
に
説
明
す
る

市
民
お
よ
び
事
業
者
　
い
じ
め
を
発
見
し

た
と
き
は
、速
や
か
に
市
、学
校
ま
た

は
関
係
機
関（
子
ど
も
相
談
セ
ン
タ
ー
、

警
察
署
な
ど
）に
情
報
を
提
供
す
る

③
通
報
お
よ
び
相
談
の
体
制

　
通
報
ま
た
は
相
談
を
受
け
た
い
じ
め
に

つ
い
て
、専
門
家
に
よ
る
客
観
的
な
立
場

か
ら
の
調
査
、調
整
な
ど
を
行
う
た
め
、市

い
じ
め
防
止
専
門
委
員
会
を
設
置
し
ま
す
。

委
員
会
は
主
に
次
の
業
務
を
行
い
ま
す
。

調
査
・
調
整
　
学
校
、当
事
者
、保
護
者
へ

の
調
査
・
調
整

助
言
・
支
援
　
専
門
家（
弁
護
士
、臨
床
心

理
士
な
ど
）に
よ
る
助
言
・
支
援

④
関
係
者
へ
の
是
正
要
請

　
市
長
は
、委
員
会
の
調
査
、調
整
な
ど

の
結
果
を
受
け
、必
要
が
あ
る
場
合
は
関

係
者
に
対
し
て
是
正
要
請
を
し
ま
す
。

　
是
正
要
請
を
受
け
た
者
は
、必
要
な
措

置
を
取
る
よ
う
に
努
め
、対
応
状
況
を
市

長
に
報
告
し
ま
す
。

 

い
じ
め
に
悩
ん
で
い
た
ら

　
い
じ
め
に
遭
っ
て
い
る
子
は
、勇
気
を

出
し
て
家
族
や
学
校
の
先
生
、信
頼
で
き

る
身
近
な
人
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
そ

れ
で
も
解
決
が
困
難
な
こ
と
や
、相
談
で

き
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、い
じ
め
防
止
専

門
委
員
会
事
務
局
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、市
民
や
事
業
者
の
皆
さ
ん
は
、

い
じ
め
を
発
見
し
た
と
き
は
、速
や
か
に

市
、学
校
ま
た
は
関
係
機
関
に
通
報
し
て

く
だ
さ
い
。

 

い
じ
め
を
な
く
す
た
め
に

　
い
じ
め
を
な
く
す
力
は
、子
ど
も
の
中

に
あ
り
ま
す
。
大
人
は
子
ど
も
の
力
を
信

じ
て
寄
り
添
い
、市
民
み
ん
な
で
い
じ
め

を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
先

　人
づ
く
り
文
化
課

市ＰＴＡ連合会会長
松本 竜次さん（川合北）

地域の皆さんと
いじめをなくす

　市民みんなでい じめをなくそう   
市は、１０月３日から「可児市子どものいじめの防止に関す る条例」を施行しました。条例では、市全体でいじめの防止
に取り組むことを宣言しています。みんなでいじめの防止 に取り組み、地域全体で子どもを育てましょう。

　些細なことがきっかけで、いじめにまで発展す

ることがありますが、それは学校に限らずさまざ

まな場所で起きます。そのため、いじめの防止を

「社会全体で取り組むべき重要な課題」として、条

例が施行されたことはとても良いことだと思いま

す。

　学校や保護者、地域の皆さんが連携していじめ

の防止および解決に取り組めるよう、この条例を

どのように運用していくかが重要になってくると

思います。

H23  ４月～８月 いじめ防止第三者機関検討委員会

  （第１回～第６回）

  ９月15日 提言書の提出

H24  ４月～ いじめ防止専門委員会事務局設置

  ５月15日 通報・相談専用電話設置

  ５月～６月 いじめ防止専門委員会

  （第１回～第２回）

  ７月 ２ 日～ 条例案のパブリックコメント募集

  ８月15日 パブリックコメントの結果公表

  ９月 条例案を議会に上程

 10月 ３ 日 条例施行

「可児市子どものいじめの防止に関する条例」    が施行

条例施行までの取り組み

市いじめ防止専門委員会事務局
　☎ ◯62 8700（直通）
　月～金曜日（祝日は除く）　午前８時30分～午後5時

保護者や
市民・事業者

学校

市いじめ
防止専門委員会

相談 相談

相
談

連　携

連　携連　携

小中学生に配られたチラシ
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楽
し
い
学
校
生
活
の
土
壌
を
つ
く
る

　
市
は
、可
児
市
の
将
来
を
担
う
一
人

一
人
の
子
ど
も
の
力
を
伸
ば
す
た
め
、

今
年
度
か
ら「
市
学
校
教
育
力
向
上
事

業
」を
始
め
ま
し
た
。

　
児
童
生
徒
の
学
力
や
体
力
な
ど
を

伸
ば
す
た
め
に
は
、お
互
い
の
人
間
関

係
が
良
く
、楽
し
い
学
校
生
活
を
送
る

こ
と
の
で
き
る
土
壌
が
必
要
で
す
。

　
そ
の
土
壌
を
つ
く
る
た
め
、現
在
、

市
内
の
小
中
学
校
で
は
大
き
く
三
つ

の
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

 

県
下
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
取
り
組
み

　
一
つ
目
は
、Ｑ-

Ｕ
ア
ン
ケ
ー
ト
と
学

力
検
査
の
実
施
で
す
。
小
学
校
３
年
生

か
ら
中
学
校
３
年
生
の
全
児
童
生
徒

を
対
象
に
行
っ
て
い
ま
す
。Ｑ-

Ｕ
ア
ン

ケ
ー
ト
は
、年
２
回
実
施
し（
他
市
は

通
常
１
回
ま
た
は
中
学
校
だ
け
）、学

校
生
活
で
困
っ
て
い
る
状
況
な
ど
を

把
握
し
ま
す
。
学
力
検
査
は
、国
語
、算

数（
数
学
）で
実
施
し
、学
習
で
困
っ
て

い
る
状
況
な
ど
を
把
握
し
ま
す
。
把
握

し
た
デ
ー
タ
に
基
づ
き
、児
童
生
徒
一

人
一
人
の
困
っ
て
い
る
状
況
に
対
応

し
た
指
導
を
し
て
い
ま
す
。

　
二
つ
目
は
、大
学
教
授
な
ど
の
専
門

家
に
よ
る
小
中
学
校
へ
の
巡
回
相
談

で
す
。
今
ま
で
、配
慮
の
必
要
な
児
童

生
徒
の
対
応
は
、学
校
の
教
職
員
だ
け

で
実
施
し
て
い
ま
し
た
。
現
在
は
、専

門
家
が
市
内
の
小
中
学
校
を
巡
回
し
、

ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
も
ら
い
、指
導
に

生
か
し
て
い
ま
す
。

　
三
つ
目
は
、臨
床
心
理
士
な
ど
で
あ

る
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
全
小

中
学
校
に
配
置
し
た
こ
と
で
す（
他
市

は
中
学
校
だ
け
）。
小
学
校
に
も
悩
み

を
抱
え
て
い
る
児
童
は
多
く
い
ま
す
。

児
童
生
徒
や
保
護
者
の
悩
み
に
し
っ
か

り
対
応
す
る
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

　

 

不
登
校
に
も
効
果

　
一
人
一
人
の
児
童
生
徒
に
適
し
た

き
め
細
か
い
指
導
は
進
ん
で
い
ま
す
。

い
じ
め
を
含
め
た
さ
ま
ざ
ま
な
要
因

に
よ
っ
て
不
登
校
気
味
に
な
る
場
合

に
も
効
果
を
発
揮
し
て
い
ま
す
。

　
教
職
員
に
、Ｑ-

Ｕ
ア
ン
ケ
ー
ト
や
学

力
検
査
、ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、

専
門
家
に
よ
る
相
談
、研
修
な
ど
事
業

の
有
効
性
に
つ
い
て
取
り
組
み
ご
と

に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、全
て
の
取
り
組
み
で
９
割
以

上
の
教
職
員
が「
大
変
有
効
」か「
有
効

で
あ
る
」と
答
え
て
い
ま
す
。

　
現
在
、他
市
町
か
ら
も
注
目
を
集
め

て
お
り
、何
度
も
問
い
合
わ
せ
が
あ
る

ほ
ど
で
す
。

 

日
本
一
の
義
務
教
育
を
目
指
す

　
日
本
の
人
口
は
減
少
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、可
児
市
の
人
口
も
減
少
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
し
か
し
、可
児
市
を
生
き
生
き
と
し

た「
安
心
し
て
、楽
し
く
暮
ら
せ
る
ま

ち
」に
す
る
に
は
、子
育
て
世
代
が
安

心
し
、元
気
づ
く
り
に
貢
献
し
て
も
ら

う
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、市
は
日
本
一
の
素

晴
ら
し
い
教
育
の
ま
ち
を
目
指
し
、「
可

児
市
で
子
ど
も
を
学
ば
せ
た
い
」と
思

わ
れ
る
ま
ち
に
し
た
い
の
で
す
。
若
者

が
増
え
る
こ
と
で
、好
循
環
と
な
り
、

お
年
寄
り
ま
で
全
て
の
市
民
が
安
心

し
て
住
め
る
ま
ち
に
な
り
ま
す
。
市
民

の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
し
ょ
う
。

問
合
先

　学
校
教
育
課

市
学
校
教
育
力
向
上
事
業

子
ど
も
の
力
を
伸
ば
す

市
は
、「
子
育
て
世
代
の
安
心
・
元
気
づ
く
り
」を
重
点
施
策
と
し
て
い
ま
す
。

今
、市
内
の
小
中
学
校
で
は
、一
人
一
人
の
児
童
生
徒
に
寄
り
添
っ
た
、き
め
細
か
い
指
導
を
進
め
て
い
ま
す
。

過
ご
し
や
す
く
学
び
や
す
い
学
校
生
活
を
送
る
中
で
、社
会
性
・
学
力
・
体
力
を
向
上
さ
せ
ま
す
。

市ＰＴＡ連合会副会長 
藤井　利恵さん
　　　　　　（今渡）

　教室で子どもたちの様子を観察してもらい、その後に
担任の先生から普段の様子などを確認し、指導方法をア
ドバイスしてもらいます。
　集団になじめない子どもが、社会で自立していくため
に、どのように対応していくと良いかなど、長期的な視点
で指導してもらいます。専門家は、「ほとんどの子どもた
ちは、社会で自立していける」と話していました。

　可児市の取り組みの説明を聞くと、とても
安心します。多くの保護者にも情報をもっ
と発信してほしいと思います。きっと、同じ
思いになれると思います。
　子も親も先生も、みんなが手をつないで、
信頼関係の中で取り組んでいけると良いと
思います。今の取り組みが、継続して長期的
に実施してもらえることを願っています。
　可児市の子たちが、これからも夢や希望を
持ち続けてくれる子たちであることを期待
しています。

　児童生徒の観察や情報の記録、カウン
セリングなどを行っています。子どもた
ちに寄り添い、直接触れ合い、遊びや勉
強を通して子どもの理解を深めていま
す。また、教職員の教育相談に関する助
言や指導なども行っています。教職員と
の連携で、不登校の予防につながってい
ます。

　取り組みがより有効なものと
なるよう、市内の教職員は各種の
研修や大学教授など専門家の指
導を受けています。一人一人の児
童生徒に適した指導ができるよ
う、指導力を付けています。

　１学期に全ての市内小中学校で国語、算数（数
学）の学力検査を実施しました。結果の分析をし、
子どもたちが苦手な範囲は、補充学習を行うなど
指導に生かしています。また、どの子にも「良かっ
た所」「頑張る所」「ここが大切」のコメントが付い
て返され、学力向上のための具体的内容を分かり
やすく知ることができます。

　一人一人のアンケート結果を分析し、その子自身や学級全体が楽し
い学校生活を送ることができるための方法を考え、指導に生かします。
　また、学校生活における満足感や意欲などが分かります。そのほか、
不登校やいじめ、学級崩壊の予防などに活用できます。すでに、1回目
は1学期に実施し、指導に生かしている最中です。

Q-Uアンケート

専門家による小中学校への巡回相談

「学校は楽しいですか」

「相談できる友達はいますか」

「クラスは明るくて楽しいですか」

など、約 40～60項目を聞きます。

学力検査

スクールカウンセラーの配置

教職員研修

夢と希望を
持ち続けて

保護者の相談に乗るカウンセラー

授業を観察 指導方法をアドバイス

8月に教職員500人を対象に実施した講演会
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く
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。
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子どもたちが苦手な範囲は、補充学習を行うなど
指導に生かしています。また、どの子にも「良かっ
た所」「頑張る所」「ここが大切」のコメントが付い
て返され、学力向上のための具体的内容を分かり
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　一人一人のアンケート結果を分析し、その子自身や学級全体が楽し
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　また、学校生活における満足感や意欲などが分かります。そのほか、
不登校やいじめ、学級崩壊の予防などに活用できます。すでに、1回目
は1学期に実施し、指導に生かしている最中です。
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企業会計手法で見る 財政状況
　市は、市民の皆さんに財政状況を理解してもらうため、民間企業
会計の手法を取り入れた、平成23年度決算普通会計財務書類４表
を作成しました。財務書類４表とは、①貸借対照表、②純資産変動
計算書、③行政コスト計算書、④資金収支計算書のことです。

　住民サービスを提供するために保 有している財産（資産）と、その資産をどのような財源（負債・
純資産）で賄ってきたかを総括的に 対照表示した一覧表です。資産の合計額と、負債・純資産の合
計額とが一致し、バランスがとれて いる表であることから「バランスシート」とも呼ばれます。

①貸借対照表 　貸借対照表における純資産が、１年間で
どのように変動したかを表したものです。
純資産は、これまでの世代が負担してきた
部分で、１年間でこれが増えたのか減った
のか把握することができます。

　期首に比べ、期末純資産残高が増加して
います。これは、これまでの世代が負担して
きた部分が増加したことを意味します。

②純資産変動計算書

（平成24年3月31日現在）

 （平成23年4月1日～24年3月31日）

　1年間の行政活動のうち、資産形成に結びつかない行政
サービス（人的サービスや給付サービスなど）を提供する
ための経費が、経常行政コストです。また、施設の使用料や
保育料といった行政サービスを提供した結果で得られた
受益者負担が、経常収益です。経常行政コストから経常収
益を差し引いたものが、純経常行政コストです。

③行政コスト計算書
（平成23年4月1日～24年3月31日）

　資金（＝歳計現金※）の出入りの情報を３
つに区分し、１年間の行政活動の収入・支出
の実態を表したものです。どのような行政活
動に資金を必要とし、それをどのように賄っ
たかを把握することができます。
※歳計現金とは、市の所有として扱った現金のことです。

期首資金残高（A）
①経常的収支
　　職員給与、社会保障費
　　税金、国・県補助金など

②公共資産整備収支
　　公共施設整備、国・県補助金
　　地方債など

③投資・財務的収支
　　地方債返済、基金積立
　　貸付金回収など

当年度増減額（B）
　　①＋②＋③

期末資金残高（Ａ)＋(Ｂ）

市民1人当たり（※1）の資産と負債
　資産：188万1,000円（前年度比＋3,000円）
　負債：24万5,000円（前年度比▼10,000円）　

市民1人当たり（※1）の行政コスト
　行政コスト：25万4,000円（前年度比▼2,000円）
　（参考：県内主要都市および類似団体平均32万円）　

社会資本形成の世代間負担比率（※2）
　これまでの世代負担比率：95.6％（公共資産に対する純資産の割合）
　将来世代負担比率：10.7％（公共資産に対する地方債の割合） 

　社会資本形成にかかる投資は、長い期間にわたって利用する公共設備に対するもので、世代間で負担が必
要になります。将来世代の負担割合が高いことは負担の先送りになりますが、現状では負担の大部分をこれ
までの世代が負担しているため、将来世代である子どもたちに過度な負担を掛けない財政運営になってい
ます。
　今後も、急激な社会変化への対応や必要な公共施設の整備ができるように、健全な財政運営に努めていきます。

ほかの市と比較す
ると負債は少ない
んだね。

流動資産とは・・・
現金や財政調整
基金など、すぐに
現金化できる資
産など

負債とは・・・
道路や学校など
を建設するため
に借り入れた地
方債（市債）の残
高や、退職手当引
当金など

純資産とは・・・
資産を形成する
ために使った国
や県からの支出
金と市税などの
一般財源

公共資産とは・・・
施設（庁舎、学校
など）や道路、公
園などの有形固
定資産と売却可
能資産（将来的に
利用しない土地
など）

投資などとは・・・
関係団体への出
資金や、長期延滞
債権など

将来世代の子ども
たちの負担が少な
いんだね。

※掲載した都市は、県内主要都 市、類似団体および名古屋市です。   
※類似団体とは、人口および産 業構造などにより全国の市町村を分類した結果、同じグループに属
　する団体のことをいいます。  
※ほかの都市は、平成23年3月 末現在の財務書類を活用しています。

前年より市民１人
にかかるコストは
減ったんだね。

※1  可児市民1人当たりの金額は、平成24年3月31日現在の住民基本台帳人口95,747人で計算しています。   
 
※2  社会資本形成の財源とならない地方債が含まれるため、合計は100％になりません。    

項　　目

普通会計の財務書類から分かる財政状況

21億円

58億円

▼15億円

▼46億円

▼3億円

18億円

金　額

期首純資産残高（Ａ）
①純経常行政コスト
②一般財源
　　税金など

③そのほか
　　国・県補助金など

当年度の増減額（Ｂ）
　　①＋②＋③

期末純資産残高（Ａ)＋(Ｂ）

項　　目

1,557億円
▼235億円

198億円

47億円

10億円

1,567億円

金　額

①人にかかるコスト
　　職員給与、退職手当など

②物にかかるコスト
　　委託料、修繕費
　　減価償却費など

③移転支出的なコスト
　　社会保障費、補助金
　　繰出金など

④そのほかのコスト
　　地方債の利子など

経常行政コスト（Ａ）
　　①＋②＋③＋④

経常収益（Ｂ）
　　施設の利用料や保育料といった受益者負担

純経常行政コスト（Ａ）－（Ｂ）

項　　目

37億円

80億円

123億円

3億円

243億円

8億円

235億円

金　額

④資金収支計算書
（平成23年4月1日～24年3月31日）

（▼はマイナス）

市民一人当たりの資産

市
民
一
人
当
た
り
の
負
債

300万円
0

100万円

加賀市

大垣市

守山市
多治見市

名古屋市

秩父市

高山市

知多市

北名古屋市

平均値199万4,000円

平均値41万3,000円

各務原市
東松山市

岐阜市

可児市

低資産高負担型

低資産低負担型

高資産高負担型

高資産低負担型

高砂市

土岐市

資産　188万1,000円
負債　  24万5,000円

流動資産
78億円

（うち歳計現金18億円）

投資など
84億円

公共資産
1,639億円

純資産
1,567億円

合計 1,801億円

負債
234億円

合計 1,801億円
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問合先　財政課

他市との実質公債費比率の比較（22年度）

健
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判
断
比
率

実質赤字比率

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将来負担比率

    

12.58％
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●
○　黒字
◇

●  H23年度数値
○  H22年度数値
◇  H21年度数値　　▼はマイナスを意味します。

（2010年度 全国都市財政年報より作成）

●
○　黒字
◇

●
○　黒字（※）
◇

●　▼80.7％
　　○　▼49.1％
　　　　◇　▼34.7％

●　5.2％
　　○　6.4％
　　　　◇　7.4％

資金不足比率 経営健全化団体
（健全化が必要な団体）

早期健全化団体 財政再生団体

　財政が健全であるかを判断する5つの基準について、実質赤字比率と連結実質赤字比率、資金不足比
率は昨年に引き続き黒字となり、健全な状態を維持しています。また、実質公債費比率と将来負担比率
は昨年より改善されました。他市と比較しても、市の財政は健全だということが分かります。
　しかし、今後は、社会保障費の増加が見込まれ、施設の維持補修も必要になってきます。さらなる健
全な財政運営に努める必要があります。

「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づき、平成23年度決算による市の「健全化判断比率」と
「資金不足比率」を公表します。

○実質赤字比率＝財政規模に対する赤字額の比率により、市の財政が黒字か赤字かを判断します
○連結実質赤字比率＝特別会計を含めた赤字額の比率により、市の財政が黒字か赤字かを判断します
○実質公債費比率＝財政規模に対する元利償還金などの比率により、借金の返済にかかる財政負担の程度
を示します
○将来負担比率＝財政規模に対する将来負担額（実質的な負債総額から負債に充てることができる基金な
どを控除した額）の比率により、市の財政の将来的な財政負担の程度を示します
○資金不足比率＝公営企業の事業規模に対する資金の不足額の比率により、黒字か赤字かを判断します

※水道事業会計、簡易水道事業特別会計、公共下水道事業特別会計、特定環境保全公共下水道事業特別会計、農業集落排水事業
特別会計の５公営企業の全会計が黒字でした。
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○資金不足比率＝公営企業の事業規模に対する資金の不足額の比率により、黒字か赤字かを判断します

※水道事業会計、簡易水道事業特別会計、公共下水道事業特別会計、特定環境保全公共下水道事業特別会計、農業集落排水事業
特別会計の５公営企業の全会計が黒字でした。
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財政状況を判断する５つの基準

市の財政状況は健全市の財政状況は健全

財政状況健全 悪化
可児市の財政状況

｝
｝

｝

　市民の皆さんに里山をもっと知ってもらうため、
11月23日を「可児市里山の日」としました。
　これにちなみ、我田の森でイベントを行います。
トレッキングと、間伐材を使った物作りの２つが体
験できます。
　昼には、可児産の素材をふんだんに使ったみそ汁
を用意します。そのほかにも、市内で行われている
里山活動の紹介や記念植樹など、盛りだくさんの内
容です。

　集落などに
隣接し、たき木
や山菜採りなど
のために整備さ
れた山のことで
す。生活様式の変
化により放置され、
荒れてしまったもの
が多く存在します。

期　　日　11月23日（祝）　少雨決行
時　　間　午前９時～午後２時（受け付けは午前８時30分～）
集合場所　花フェスタ記念公園東駐車場
対 象 者　どなたでも（小学生以下は保護者同伴）
参 加 費　無料
持 ち 物　みそ汁以外の昼食、食器（マイ箸、マイ椀）、飲み物
※我田の森には水道がありません。食器類を持ち帰る際の袋
なども用意してください。
そのほか　山の散策ができる服装で参加してください

我田の森に遊びに行こう！は里山の日

里山って何？

楽しい
イベントが
あるよ！！

わん

マツ葉を集めて里山を整備する様子

11
23

身
近
な
環
境
を
も
っ
と
魅
力
的
に

　
鳩
吹
山
や
木
曽
川
・
可
児
川
、カ
タ
ク

リ
群
生
地
と
い
っ
た
貴
重
な
自
然
だ
け
で

な
く
、身
近
な
緑
や
生
き
物
な
ど
は
、全

て
可
児
の
財
産
で
す
。

　
市
は
、市
内
の
環
境
の
素
晴
ら
し
さ
に

み
ん
な
が
目
を
向
け
、そ
れ
を
守
り
、

も
っ
と
輝
か
せ
て
い
け
る
よ
う
な
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
の
実
現
の

た
め
、行
政
と
協
働
し
て
活
動
し
て
い
る

団
体
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

み
ん
な
で
考
え
る
環
境
ま
ち
づ
く
り

　
そ
の
一
つ
に
、「
環
境
ま
ち
づ
く
り
を
考

え
る
会
」が
あ
り
ま
す
。
可
児
に
は
自
慢

で
き
る
環
境
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
と
い
う
こ

と
を
、市
内
外
に
発
信
す
る
た
め
に
、市

民
の
皆
さ
ん
が
主
役
と
な
っ
て
知
恵
を
出

し
合
っ
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、市
民
参
加
の
気
温
一
斉

調
査
や
、サ
ト
イ
モ
を
使
っ
た
地
産
地
消

の
取
り
組
み
、「
里
山
の
日
」制
定
な
ど
、

環
境
へ
の
意
識
を
高
め
る
た
め
の
ア
イ
デ

ア
を
出
し
て
い
ま
す
。

市
民
が
取
り
組
む
里
山
の
整
備

　
里
山
を
整
備
し
、同
時
に
み
ん
な
の
憩

い
の
場
に
し
よ
う
と
い
う
思
い
で
活
動
し

て
い
る
市
民
団
体
が
、「
里
山
ク
ラ
ブ
可
児
」

で
す
。

　
久
々
利
に
あ
る「
我
田
の
森
」も
、荒
れ
て

し
ま
っ
た
里
山
の
一
つ
で
し
た
。
10
年
ほ

ど
前
、里
山
ク
ラ
ブ
可
児
は
地
権
者
と
協

定
を
結
び
、整
備
を
始
め
ま
し
た
。
ほ
ぼ
手

つ
か
ず
の
状
態
か
ら
、間
伐
や
下
刈
り
な

ど
の
作
業
を
繰
り
返
し
、徐
々
に
山
が
再

生
し
て
き
ま
し
た
。
散
策
路
や
炭
焼
き
小

屋
も
造
り
、楽
し
く
利
用
で
き
る
場
へ
と

変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。

活
動
を
広
げ
、魅
力
あ
る
ま
ち
に

　
荒
れ
た
山
に
価
値
を
見
い
だ
し
、さ
ら

に
磨
き
を
か
け
て
い
く
よ
う
な
市
民
活
動

が
、各
地
に
広
が
っ
て
い
け
ば
、可
児
は

も
っ
と
魅
力
あ
る
ま
ち
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　
ま
ず
は
身
近
な
里
山
に
遊
び
に
出
掛
け

て
、市
内
の
環
境
の
素
晴
ら
し
さ
に
目
を

向
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
合
先
　
環
境
課

市
内
に
は
、素
晴
ら
し
い
環
境
資
源
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、そ
れ
を
守
り
、さ
ら
に
魅
力
あ
る
ま
ち
を
つ
く
る
た
め
に
、活
動
し
て
い
る
人
た
ち
が
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
活
動
に
参
加
し
、環
境
に
目
を
向
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

市
民
が
支
え
る
可
児
の
環
境

環
境
と
い
う
視
点
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り



９/27

９/30

おひねりが次々と投げられる中、演技を披露する出演者

ドライバーに手紙としおりを手渡す児童ら

交通安全をレターで呼び掛け

大迫力！ 地歌舞伎の熱演

10/13

10/20、21
大人気！
おやつの試食コーナー

元気にウオーキングする参加者

テニス教室で指導をする兼城（旧姓：井上）悦子プロコーチ（手前）

テニス場のオープンを祝う

健康に関するイベント盛りだくさん

今渡北小学校の児童が、徳野南交差点付近（下恵土）
で「交通安全レター作戦」を行いました。この行事は、
開校以来続いている恒例行事。児童らは、「交通事故を
１件でも減らそう」という願いを込めて、５・６年生が
書いた手紙と３・４年生が作ったしおりをドライバーに
手渡しました。
参加児童は、「笑顔で受け取ってもらえるのがうれし
い。自分も交通安全に気を付けたい」と話していました。

文化創造センター・アーラで、第20回飛騨・美濃歌
舞伎大会かに２０１２が開催され、約１,１００人が来
場しました。市内外の４団体が出演し、日ごろの練習の
成果を披露。会場に設けられた桟敷席と、ちょうちんの
明かりがいっそう雰囲気を盛り上げていました。
可児歌舞伎同好会は、「南部坂雪の別れ」を熱演。出
演者が見得を切ると、おひねりが飛び交い、大きな拍手
が沸きました。

 なん ぶ ざかゆき

10月１日にオープンした坂戸市民テニス場で、オ－
プニング式典が開催され、関係者や地元強豪選手、スポ
ーツ少年団などが参加しました。市長や議長、体育連盟
会長によるテープカットが行われ、会場は拍手に包まれ
ました。
式典の後、プロコーチによるテニス教室、サーブのス
ピード測定などのイベントが行われ、多くの人たちでに
ぎわいました。

第22回健康フェア可児が文化創造センターで開催さ
れ、両日で約１万4,000人の来場者でにぎわいました。
20日は県民健康セミナーとして、作詞家で作家の吉
元由美さんが講演しました。吉元さんは、「心と体はつ
ながっていて、心を整えれば、体は変わる。心と体が喜
ぶように生きることは大切」と話しました。
21日は、ウオーキング大会や38の団体による体験ブ
ースや展示が行われました。

広
　
告
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舞伎大会かに２０１２が開催され、約１,１００人が来
場しました。市内外の４団体が出演し、日ごろの練習の
成果を披露。会場に設けられた桟敷席と、ちょうちんの
明かりがいっそう雰囲気を盛り上げていました。
可児歌舞伎同好会は、「南部坂雪の別れ」を熱演。出
演者が見得を切ると、おひねりが飛び交い、大きな拍手
が沸きました。
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10月１日にオープンした坂戸市民テニス場で、オ－
プニング式典が開催され、関係者や地元強豪選手、スポ
ーツ少年団などが参加しました。市長や議長、体育連盟
会長によるテープカットが行われ、会場は拍手に包まれ
ました。
式典の後、プロコーチによるテニス教室、サーブのス
ピード測定などのイベントが行われ、多くの人たちでに
ぎわいました。

第22回健康フェア可児が文化創造センターで開催さ
れ、両日で約１万4,000人の来場者でにぎわいました。
20日は県民健康セミナーとして、作詞家で作家の吉
元由美さんが講演しました。吉元さんは、「心と体はつ
ながっていて、心を整えれば、体は変わる。心と体が喜
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自
立
支
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パ
ソ
コ
ン
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習
会
の
受
講
者
募
集

期
日　
○
11
月
６
日
（
火
）、13
日
（
火
）

＝
桜
ケ
丘
公
民
館　
○
11
月
20
日

（
火
）、
27
日
（
火
）
＝
今
渡
公
民
館

時
間　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

内
容　
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の
作
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あ
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順
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参
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キ
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代
）
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込
・
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同
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ー
☎
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午
前
中
）



簡単！朝ごはんレシピ
早寝、早起き、朝ごはん早寝、早起き、朝ごはん

情報局 可児のお宝

生き生き健康コラム

輝け！可児商・工・観

水菜とひじきのサラダ

市指定無形民俗文化財

可児市宮太鼓

特定健診のススメ

放っておくと怖い “糖尿病 ”

働きたいまち 暮らしたいまち

 

水菜（サラダ用） 100g／長ひじき（乾） 8g／粒コ
ーン 40g／チーズ 30g
【ドレッシング】
ユズ皮 1/6個／ユズ搾り汁 1/6個分／マヨネーズ 
20g／みりん 小さじ１／塩・こしょう 少々

エネルギー　83kcal ／たんぱく質　2.8g／脂質　5.8g／

カルシウム　130mg／鉄分　1.8mg／塩分　0.4g

ビタミンＣ、鉄、カルシウムが多く含まれる栄養満点

サラダ！ユズ風味ドレッシングでどうぞ！

① 水菜は１～２cm位の長さに切る。
② 長ひじきは水で戻しサッとゆで、１～２cm位の
長さに切る。

③ チーズは５mm角に切る。
④ ①、②、③と粒コーン、全てを混ぜ合わせる。　
⑤ ドレッシングをかける
【ドレッシング】
① ユズの皮は薄くむき、みじん切りにする。
② 残りのユズは搾っておく。
③ ①、②とマヨネーズ、みりん、全てを混ぜ合わせ、
塩・こしょうで味を調える。

【材料（４人分）】

【作り方（所要時間　約10分）】

【栄養成分（１人当たり）】

豆知識

Vol.6

宮太鼓は、可児に古くから伝わる芸能で、大太鼓、
小太鼓、横笛によって構成されます。「ミヤイリ」「メ
デタ」「シャギリ」などの曲目を市内各地の祭礼や
行事で演奏しています。昭和30年～40年代にいっ
たん衰退しましたが、伝統を復興し継承していこう
という機運が高まり、昭和48年（1973）に可児市
宮太鼓保存会が結成され、現在10支部（渡、八幡、
住吉、東上屋敷、伊川、山岸、塩河、中恵土、川合、瀬田）
が活動しています。
今月17、18日に花フェスタ記念公園で開催され
る農業祭では、18日10時から宮太鼓演奏がありま
す。ぜひご覧ください。

11月14日は世界糖尿病予防デーです。
血中に残った糖が尿として排出されるのでこの名
前が付いていますが、糖尿病が問題視されるのは、
合併症を招くなど体の全てにわたって重大な疾病を
引き起こすことからです。
血糖値が高くなると、さまざまな臓器に影響を与
えますが、特に細かい血管が集まっている眼や腎臓
は障がいを受けやすく、網膜症や腎症を発症します。
糖尿病になって透析が必要になったり視力障がいが
起こったりするのはこのためです。
また、心筋梗塞や脳梗塞などの動脈硬化も起きや
すくなります。
日本での糖尿病は、遺伝的な要素に肥満やストレ
ス、運動不足などの生活習慣が重なって発症するこ

とが多く、知らない間に進行する糖尿病を早期に発
見し、適切な指導を行うことがとても重要です。
そのために市や職場で実施される特定健診（メタ
ボ健診）などの受診は欠かせません。特定健診では
受診者の状態に応じた保健指導が行われるため、自
分の健康状態を知り、悪い生活習慣を見直すための
絶好の機会です。
引き返せなくなる前に、健診を毎年受けて、その
結果をあなたの健康に役立
ててください。

問合先　健康増進課

太鼓や横笛による迫力のある演奏（昨年）

Vol.6

問合先　教育文化財課

問合先　国保年金課・健康増進課

問合先　経済政策課

Vol.3

可児市は「ベッドタウン」と言う住宅都市のイメー
ジがありますが、可児工業団地などの製造業を中心
とした企業の集積地でもあり、製造品出荷額では各
務原市・大垣市に次いで県内第３位（経済産業省の
工業統計による）である「ものづくりのまち」でも
あります。
市では、新規企業の誘致だけではなく、市内企業
の事業拡大も支援する目的で、今年１月から事業所
等設置奨励金の増額と共に奨励金交付条件を緩和し
て利用しやすい制度へ改めました。また、市内在住
の新規雇用者数に応じて交付する雇用促進奨励金も
あります。

地元で働く人、地元で買い物をする人、そして地
元に住む人を一人でも増やすことが地域の活力を生
みます。「地域経済の元気・躍進づくり」のために
企業立地を進め、市民の雇用機会を増やせるよう努
めます。

県下最大規模を誇る可児工業団地

Vol.3
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長さに切る。

③ チーズは５mm角に切る。
④ ①、②、③と粒コーン、全てを混ぜ合わせる。　
⑤ ドレッシングをかける
【ドレッシング】
① ユズの皮は薄くむき、みじん切りにする。
② 残りのユズは搾っておく。
③ ①、②とマヨネーズ、みりん、全てを混ぜ合わせ、
塩・こしょうで味を調える。

【材料（４人分）】

【作り方（所要時間　約10分）】

【栄養成分（１人当たり）】

豆知識

Vol.6

宮太鼓は、可児に古くから伝わる芸能で、大太鼓、
小太鼓、横笛によって構成されます。「ミヤイリ」「メ
デタ」「シャギリ」などの曲目を市内各地の祭礼や
行事で演奏しています。昭和30年～40年代にいっ
たん衰退しましたが、伝統を復興し継承していこう
という機運が高まり、昭和48年（1973）に可児市
宮太鼓保存会が結成され、現在10支部（渡、八幡、
住吉、東上屋敷、伊川、山岸、塩河、中恵土、川合、瀬田）
が活動しています。
今月17、18日に花フェスタ記念公園で開催され
る農業祭では、18日10時から宮太鼓演奏がありま
す。ぜひご覧ください。

11月14日は世界糖尿病予防デーです。
血中に残った糖が尿として排出されるのでこの名
前が付いていますが、糖尿病が問題視されるのは、
合併症を招くなど体の全てにわたって重大な疾病を
引き起こすことからです。
血糖値が高くなると、さまざまな臓器に影響を与
えますが、特に細かい血管が集まっている眼や腎臓
は障がいを受けやすく、網膜症や腎症を発症します。
糖尿病になって透析が必要になったり視力障がいが
起こったりするのはこのためです。
また、心筋梗塞や脳梗塞などの動脈硬化も起きや
すくなります。
日本での糖尿病は、遺伝的な要素に肥満やストレ
ス、運動不足などの生活習慣が重なって発症するこ

とが多く、知らない間に進行する糖尿病を早期に発
見し、適切な指導を行うことがとても重要です。
そのために市や職場で実施される特定健診（メタ
ボ健診）などの受診は欠かせません。特定健診では
受診者の状態に応じた保健指導が行われるため、自
分の健康状態を知り、悪い生活習慣を見直すための
絶好の機会です。
引き返せなくなる前に、健診を毎年受けて、その
結果をあなたの健康に役立
ててください。

問合先　健康増進課

太鼓や横笛による迫力のある演奏（昨年）

Vol.6

問合先　教育文化財課

問合先　国保年金課・健康増進課

問合先　経済政策課

Vol.3

可児市は「ベッドタウン」と言う住宅都市のイメー
ジがありますが、可児工業団地などの製造業を中心
とした企業の集積地でもあり、製造品出荷額では各
務原市・大垣市に次いで県内第３位（経済産業省の
工業統計による）である「ものづくりのまち」でも
あります。
市では、新規企業の誘致だけではなく、市内企業
の事業拡大も支援する目的で、今年１月から事業所
等設置奨励金の増額と共に奨励金交付条件を緩和し
て利用しやすい制度へ改めました。また、市内在住
の新規雇用者数に応じて交付する雇用促進奨励金も
あります。

地元で働く人、地元で買い物をする人、そして地
元に住む人を一人でも増やすことが地域の活力を生
みます。「地域経済の元気・躍進づくり」のために
企業立地を進め、市民の雇用機会を増やせるよう努
めます。

県下最大規模を誇る可児工業団地

Vol.3
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日
本
が
世
界
に
誇
る
総
合
芸
術
「
茶

の
湯
」
の
文
化
。
茶
室
、
庭
園
、
書
画
、

生
け
花
、
茶
器
、
和
菓
子
、
そ
し
て
装

い
、
作
法
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
日
本
芸

術
が
、
見
事
な
調
和
を
見
せ
て
く
れ
ま

す
。
安
土
桃
山
時
代
、
こ
の
文
化
の
確

立
に
向
け
て
大
き
な
役
割
を
担
っ
た
の

が
、黄
瀬
戸
、瀬
戸
黒
、志
野
、織
部
と
い

っ
た
、
４
０
０
年
以
上
も
前
に
可
児
市

で
焼
か
れ
て
い
た
茶
陶
の
名
品
で
す
。

こ
れ
ら
の
茶
陶
は
瀬
戸
で
焼
か
れ
て

い
た
と
い
う
、
そ
れ
ま
で
の
定
説
を
覆

し
た
の
が
、
人
間
国
宝
で
、
可
児
市
名

誉
市
民
で
も
あ
る
荒
川
豊
蔵
氏
で
す
。

氏
が
、
久
々
利
大
萱
で
発
見
し
た
陶
片

は
、
歴
史
に
残
る
世
紀
の
大
発
見
と
な

り
ま
し
た
。
和
物
の
茶
碗
で
日
本
の
国

宝
と
な
っ
て
い
る
の
は
二
つ
だ
け
で
す

が
、
そ
の
一
つ
「
卯う
の

花は
な

墻が
き
」
は
、
可
児

市
大
萱
の
牟む

田た

洞ぼ
ら

窯が
ま
で
焼
か
れ
た
も
の

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
大
平
・
大
萱
地

区
が
、「
美
濃
桃
山
陶
の
聖
地
」
と
さ

れ
る
由
縁
で
す
。

豊
蔵
氏
が
収
集
し
た
書
画
や
国
内
外

の
古
陶
磁
器
、
自
作
の
茶
陶
、
皿
や
鉢

な
ど
、
貴
重
な
芸
術
品
が
収
蔵
公
開
さ

れ
て
い
る
「
豊
蔵
資
料
館
」。
こ
の
度
、

９
億
円
を
超
え
る
と
評
価
さ
れ
て
い
る

収
蔵
品
を
、
土
地
建
物
と
併
せ
て
、
可

児
市
に
ご
寄
付
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

こ
の
地
は
、
４
０
０
年
前
に
国
宝
を

生
み
出
し
た
窯
跡
を
含
め
、
当
時
、
第

一
級
の
芸
術
活
動
が
さ
れ
て
い
た
空
気

を
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
、貴
重
な「
景

色
」を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

こ
の
地
は
今
な
お
、
多
く
の
芸
術
家
を

集
め
る
パ
ワ
ー
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。
人

間
国
宝
の
加
藤
孝
造
氏
を
は
じ
め
、
多

く
の
陶
芸
家
が
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

陶
芸
家
以
外
で
も
、
自
然
と
人
と
の
共

生
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
「
丘
」
を
制
作
い
た

だ
い
た
、
日
本
を
代
表
す
る
彫
刻
家
神

戸
峰
男
氏
も
、
こ
の
地
に
移
り
住
ん
で

芸
術
作
品
を
生
み
出
し
て
お
ら
れ
ま

す
。
種
痘
や
雌
し
べ
、
雄
し
べ
、
花
粉

の
命
名
で
も
有
名
な
理
学
博
士
伊
藤
圭

介
、
母
子
手
帳
の
先
駆
け
と
な
る
「
ベ

ビ
ー
ブ
ッ
ク
」
出
版
で
活
躍
さ
れ
た
海

老
衣
子
、
サ
ク
ラ
イ
ソ
ウ
の
研
究
で
著

名
な
加
藤
新
市
、
勤
皇
の
志
士
西
山
謙

之
助
な
ど
、
日
本
の
近
現
代
史
に
名
を

残
す
多
く
の
人
物
も
、
久
々
利
の
地
に

ゆ
か
り
が
あ
り
ま
す
。

「
美
濃
桃
山
陶
の
聖
地
」
は
、
同
時

に
長
い
歴
史
を
経
て
今
に
続
く
、「
芸

術
の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
」
な
の
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。
私
は
、
こ
の
地
を
多
く
の

方
々
が
訪
れ
、
そ
の
力
を
感
じ
て
い
た

だ
け
る
場
所
に
し
て
い
き
た
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。

「
芸
術
の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
」

人間国宝　加藤孝造氏

昭和５年、荒川氏が大萱で発見した筍
たけのこ

絵
え

陶片

４００年のパワーを感じる牟田洞窯跡地



（デジアナ７ch、デジタル12ch）

図書館だより

休館日

市立図書館　本館（広見） ☎625120
帷子分館 ☎658530
桜ケ丘分館 ☎643473

11／17（土）～23（金）

★タウン情報

11／24（土）～30（金）

★レッツゴー！市役所

●GO!GO!ミナモぎふ清流国体⑩
　　　　

●好きなのはカニダー
　　　　

月～金曜日　7:30・12:00・17:00・19:00・21:00・22:00
土・日曜日　7:30・12:00・14:00・19:00・20:30・22:00

※番組の内容や時間は変更することがあります。
※デジタル12chのデータ放送で、市政情報も発信しています。

新しく入った本
『彼女の時効』 新津きよみ／著（光文社）
『ならずものがやってくる』
ジェニファー・イーガン／著　谷崎由依／訳（早川書房）
『低線量汚染地域からの報告
チェルノブイリ26年後の健康被害』
馬場朝子、山内太郎／著（NHK出版）

『ともだちできたよ』
こみねゆら／絵　内田麟太郎／文（文研出版）
『おとうさんはうんてんし』
鈴木まもる／絵　平田昌広／作（佼成出版社）
『ABCの本　あなたがつくるABCのおはなし』

杉田豊／作（講談社）

【
一
般
書
】

【
児
童
書
】

放送時刻

11／3（祝）～9（金）

★市長の部屋から

11／10（土）～16（金）

★レッツゴー！市役所

●市民みんなでいじめをなくそう
　　　　

●環境まちづくりを考えよう
　　

本館・分館共通 毎週月曜日、11/30（金）
桜ケ丘分館の臨時休館 11/4（日）

展示のご案内
本館　～11／18（日）
「読書週間特集・岐阜県出身の作家の本
＆ルリユール」展
10月27日～11月９日は読書週間です。

身近な作家の本を手に取ってみません
か？岐阜県出身の作家をパネルで紹介し
ます。また、ルリユール（もう一度糸で綴じ
る、という意味の仏語。上質な製本方法で
す）作品の展示もします。

11／20（火）～29（木）
「手づくり絵本大賞受賞作品」展

「プレゼント」または「バラ」をテーマにし
た手づくり絵本大賞の受賞作品です。
帷子分館　～11／29（木）
「ベストセラー・ロングセラー」展
過去数十年のベストセラーの歴史をた

どりました。あなたがもう一度読みたい本
はどれですか？

かにっ子タイムクリスマス特集
人形劇団パンの楽しい人形劇！
期日　12月８日（土）
時間　午後２時から３時
場所　図書館本館
出演　人形劇団パン
内容　「おおかみと７匹の子ヤギ」

「ゆかいなパペットショー」ほか
申し込み不要

たにざき ゆ い

やまのうちこともばば

た ろうりん

た ゆたかすぎ

だうち

きすず まさ ひろ こう せいだひら

た ろう

つにい

昨年の様子

10月４日～６日に可児市において開催され
たゴルフ（女子）の様子や結果、これまでの
取り組みなどを振り返ります。今回が最終回
です。

市では、学校教育力向上事業に取り組んで
います。この事業がどのようなものか、また、
何のために行われるのか？カニダーが調査し
ます。

10月３日から「可児市子どものいじめの防
止に関する条例」が施行されました。今なぜ
この条例が作られたのか、また、主なポイン
トを紹介します。

11月23日は可児市里山の日です。当日、
我田の森（久々利）ではさまざまなイベント
が開催されます。このような里山体験による
環境まちづくりについて考えます。
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記念冊子「オーイしんちゃん」

好評発売中！

編集後記 

広報かには、ボランティアグループ「音訳・ヴォイスの会」の皆さんにより
音訳されています。音訳版を希望する人は、図書館本館へご連絡ください。

先日、約 20 年ぶりに小学校時の
同窓会が行われました。久しぶりに
会う同級生たちと思い出話に花を咲
かせようと、わくわくしながら会場
に向かいました。しかし、その夢は
開始 30分で見事に打ち砕かれます。
私が市の職員ということが分かる
とありがたい苦情・ご意見の数々…。
その中で「可児市の財政は大丈夫
か？」という質問もありました。
今月号で特集したように、現在の
ところ市の財政は健全と言えます。
しかし、今後は高齢化による社会保
障費の増加、公共施設の老朽化に伴
う補修費などが必要になってきます。
その日、お酒を酌み交わした同級
生世代が、市の将来を真剣に考えな
くてはいけない時期が来ています。
� （智）
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紅葉の
公園で

左から古川茉由夏選手、鬼頭桜選手、櫻井和男監督、小野祐夢選手

2012年11月１日号
728かにかに

市の人口　101,535人　（男／50,318人　女／51,217人）　世帯数　38,955世帯（10月１日現在）
　　　　　　　　　　　（前月より76人増・45世帯増、昨年同月より31人減、20世帯減）

「広報かに」11月１日号、１部当たりの
印刷費は約 11.26 円（税込み）です。

広報かには 100％再生紙を使用しています。
植物油インキで印刷されています。

表紙 県女子ゴルフ競技選手団「チームぎふ」

　「ぎふ清流国体」は、岐阜県勢が47年ぶりに天皇杯（男女
総合優勝）、皇后杯（女子総合優勝）を獲得しました。「ぎふ清
流大会」では、過去最多の184個のメダルを獲得しました。
　市内では女子ゴルフが開催され、岐阜県チームが見事優勝
を飾りました。監督の櫻井和男さん（美濃加茂高等学校ゴル
フ部顧問：矢戸在住）は、「地元開催で優勝の期待に応えら
れ、ほっとしている。プレッシャーがあったが、みんな頑張っ
てくれて本当に良かった」と笑顔で話していました。
　会場には、3日間で選手や競技関係者、観戦者ら約3,100人
が訪れました。全国から集まった選手たちを、運営に携わった
競技関係者や高校生補助員、ボランティアを担った市民の皆
さんなどが温かく迎え、応援し、盛り上げていました。
　これを契機に、いっそう市民と行政が一体となって、今後の
まちづくりに生かしていきたいですね。

色鮮やかな紅葉に囲まれ
その美しさを堪能しているのか
散りゆくはかなさを憂いているのか・・・
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平成23年市観光協会写真コンテスト入賞作品
真田　京さん撮影


